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憲法改悪阻止神奈川県連絡会議（略称：神奈川憲法

会議「労働組合、女性団体、平和団体、法曹団体、政

党等の団体や憲法に関心のある個人で構成」）は 11月

20日（水）、日本共産党の仁比聡平参議院議員（弁護

士）を講師に迎えて恒例の“秋の学習会”を横浜市従

会館で開催しました。当日はあいにくの天候でしたが

40名が参加、YouTubeでも 10名ほどの視聴者がありま

した（主催者発表）。県南支部では小島委員長、清野副 学習会開会挨拶をする森卓爾代表委員 

委員長、金崎書記長、佐藤執行委員、赤羽特別

執行委員が YouTubeの視聴で参加しました。 

“秋の学習会”は、神奈川憲法会議代表委員の

森卓爾弁護士の開会挨拶ではじまりました。 

講師の仁比聡平氏は“どうなる？総選挙後の

情勢、憲法改悪を許さないたたかい”と題した

講演で「与党を過半数割れに追い込んだ総選挙

は国民が下した劇的な変化」と評価し、選挙中 

講演をする仁比聡平・日本共産党参議院議員 の裏金問題を抱えた自民党候補者のリアルな動

向を紹介して総選挙後の自民党議員の深刻な様子なども詳細に報告しました。 

一方で、日本共産党の機関紙しんぶん赤旗が「自民党の裏金や自民党本部が総選挙中に

非公認候補の支部に送金した 2､000万円問題を告発し与党追及の大きな力となりながら、

それが共産党の活動として国民のなかに浸透していなかったと述べました。 

しかし、与党過半数割れと同時に衆議院の改憲派議員を 3分の 2以下に後退させたこと

は“憲法改悪を許さないたたかい”を大きく激励していると評価しました。 

仁比氏は、講演の最後で総選

挙は自民党政治を終わらせる第

一段階、第二段階となる来年 7

月の参議院選挙では自民党政治

を終焉させるたたかいに全力を

挙げると締めくくりました。 

１１.２０神奈川憲法会議/秋の学習会参加

仁比聡平参院議員・総選挙の影響を講演 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

秋の学習会閉会に際して、総選挙で奮闘した畑野きみえ日本共産党元衆議院議員（上の

写真右側）と来年の参議院選挙に出馬を決意した日本共産党のあさか由香氏（上の写真左

側）が紹介され、それぞれがこれからのたたかいに向けた決意を表明しました。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

昨年 12 月 22 日ＪＡＬ本社大包囲行動の映像 

 

 

 

 

 

 

11月も後半に入り 2024年秋季年末闘争も大詰めを迎えつつあります。秋季年末闘争の

最重要課題は年末一時金闘争ですが 11月 17日の第 1回執行委員会ではイワサワ分会が

11月 13日に前年実績を若干上積みして妥結したことが報告されましたが、他の分会・班

ではこれから本格的な交渉となります。職場の少数派である神奈川県南支部の分会・班で

の賃金や一時金交渉を一歩でも二歩でも優位な状況に変えるには、組合員の団結を基礎に

組合未加入労働者や他労組の組合員との共同も追求して交渉力を強化することです。 

その共同には、来年の春闘も視野に“要求アンケート活動”を徹底的に強化することが

必要ですが、現時点の神奈川県南支部の「トラック職場のアンケート」集約数は 17名分

に過ぎません。労働組合の少数派であると同時に要求でも少数派に甘んじています。少数

の要求に耳を傾ける経営者はいません。組合員数の少数派を克服し経営者との交渉力を引

き上げるには経営者が無視できない要求での多数派を実現することです。年末一時金闘争

と 2025年春闘を優位に展開するため“アンケート活動”に全力を挙げましょう。 

＜以下は、アンケート活動の意義（署名活動の意義も同じ）＞ 

① 要求・政策の根拠や正当性、社会的大義を明らかにします。 

② 全組合員運動にしていくことで、組織機能の確立・強化をはかります。 

③ アンケートを広げることで、組織拡大や共同の対象を広げます。 

④ マスコミなどを活用し、労働者や中小業者の実態を告発します。 

⑤ 実態告発が業界や自治体・政府を具体的に動かす原動力になります。 

 

 

 

 1941年 12月 8日は日本が無謀な太平洋戦争に突き進んだ日です。

反戦・平和を願う団体などは毎年 12月 8日に反戦行動にとりくんで

おり、川崎でも 12月 8日（日）午後 6時から川崎区の稲毛公園で集

会を開きＪＲ川崎駅東口までパレードします。 分会・班からの積極

的な参加を呼びかけます。（写真は昨年パレードでの金崎書記長）。 

 

 

 

 日本航空（ＪＡＬ）による機長・客室乗務員の不

当解雇撤回を求めるたたかいを支える“ＪＡＬ本社

大包囲行動”が 12月 20日（金）午後６時 30分か

ら行われます。各分会・班からの積極的な参加を呼

びかけます。当日は昨年と同様（右の写真）に神奈

川県南支部ののぼり旗を立てますので、その旗を目

当てに結集してください。 

１２.８川崎平和集会（稲毛公園）に参加しよう！ 

１２.２０（金）ＪＡＬ本社大包囲行動に結集しよう！ 

年末一時金交渉＆アンケート活動に全力を！ 

少数組合を克服する要求での多数派をめざせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 


